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二

回

目

の

ム

ス
タ

ン

第
二
回
日
本

登

山

医

学

研

究

会

第
二
回
日
本
登
山
医
学
研
究
会

（北
博
正
会
長
）
は
五

月
二
十
八
、
九
の
両
日
に
わ
た
っ
て
京
大
会
館
で
、
チ
ャ

ー
ル
ズ

・
ハ
ウ
ス
ト
ン
博
士
夫
妻
を
招
い
て
行

な

わ
れ

た
。
登
山
の
尖
鋭
化
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
普
及
す
る
な
か

で
、
や
は
り
科
学
的
な
手
段
の
援
用
は
最
近
必
要
度
を
増

し
て
お
り
、
高
所
医
学
に
関
心
を
寄
せ
る
多
数
の
参
加
者

を
見
た
。

第

一
日
の
し
ん
が
り
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
ト
ン
博
士
に
よ

る

「高
山
病
と
高
所
生
理
学
」
の
講
演

（座
長
　
伊
藤
洋

平
氏
＝
京
大
微
生
物
）
が
約

一
時
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ

れ
た
。
肺
水
腫
の
解
明
に
つ
い
て
も
同
博
士
は
手
が
か
り

を
披
露
さ
れ
た
が
、
今
後
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た

全
般
に
、
信
大
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
肺
水
腫
に
つ
い
て
の
研

究
が
注
目
を
ひ
い
た
。
二
日
間
に
わ
た
っ
た
研
究
と
主
な

演
者
を
順
次
記
し
て
お
く
。

「基
礎
」
（大
森
薫
雄
座
長
＝
神
奈
川

県
立
厚
木
病
院
）

①
メ
ー
ル
峰
に
お
け
る

０
【ｏ
∽暉
〓
Ｆ

の
分
布

（山
元
暁
＝
岐
阜
県
希
望
が
丘

‥
…
…
…
…
…
‥
‥
‥
海
外
委
員
会
・

学
園
）
②
高
所
と
奇
型
―
低
圧
に
よ
る
マ
ウ
ス
の
発
生
異

常

（本
山
十
三
生
＝
信
大
順
応
医
研
）
③
慢
性
低
酸
素
負

荷
に
よ
る
横
隔
膜
の
形
態
変
化

（玉
置
淳
＝
東
京
女
子

医
大
）
「低
酸
素
症
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
（森
本
武
利
座
長
＝
京

都
府
医
大
）

④
慢
性
呼
吸
不
全

（低
酸
素
）
症
例
に
お
け
る
睡
眠
時

の
呼
吸
異
常

（大
井
元
晴
＝
京
大
胸
部
研
）
⑤
高
地

（富

士
五
合
目
）
に
お
け
る
低
酸
素
及
び
高
炭
酸
ガ
ス
換
気
応

答
の
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果

（吉
田
明
夫
＝
千
葉
大

第
二
生
理
）
⑥
五
歳
児
の
心
拍
数
か
ら
見
た
登
山
の
運
動

強
度

（山
本
悟
＝
筑
波
大
研
究
生
）

「高
所
肺
水
腫
、
そ
の
Ｉ
」
（中
島
道
郎
座
長
＝
京
都
市

立
病
院
）
⑦
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
の
増
加
が
肺
循
環
に
お
よ

ぼ
す
影
響

（酒
井
秋
男
＝
信
大
順
応
生
理
）
③
高
地
肺
水

腫
の
尿
中
Ｐ
Ｇ
Ｆ
２
α
の
推
移

（小
林
俊
夫
＝
信
大
第

一

内
科
）
⑨
三
〇
〇
〇
房
前
後
の
登
山
で
高
地
性
肺
水
腫
を

疑
わ
れ
た
二
症
例

（町
田
和
子
＝
国
療
東
京
病
院
）

「高
所
肺
水
腫
、
そ
の
Ⅱ
」
（古
原
和
美
座
長
＝
信
大
順

高ヽ
橋
照
会
員
よ
り
土
曜
会
宛
に
来
た
手
ン

一紙
を
土
曜
会
の
皆
さ
ん
の
好
意
で
掲
載

一

′
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
ヽ

四
月
十
二
日
佐
々
会
長
と

一
緒
に
カ

ト
マ
ン
ド
ウ
に
参
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

薬
の
厄
介
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

毎
日
ク
ク
リ

ニ
フ
ム
を
半
分
杢
け
て
お

り
極
め
て
元
気
で
す
。
四
月
二
十
二
日

よ
り
約
二
ヵ
月
間
ム
ス
タ
ン
の
旅
に
出

掛
け
三
―
四
日
前
に
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
に

帰

っ
て
来
ま
し
た
。

今
回
は
第
二
回
目
の
ム
ス
タ
ン
入
り

で
、
外
国
人
で
二
度
入
域
し
た
者
は
世

界
で
私

一
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
度
は
カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
左
岸

（北

に
向
か
っ
て
右
側
）
地
方
の
無
人
地
帯

で
、
は
じ
め
て
外
国
人
が
来
た
そ
う
で

す
。
全
く
の
地
図
上
の
杢
白
地
帯
で
、

幾
つ
か
の
誤
び
ゅ
う
を
発

見

し
ま

し

高

橋

　

　

照

た
。
地
図
の
中
で
は
∽
曰
く
①Ч
Ｏ
〓
ａ
Ｆ

の

Ｈ
〓
ｏＦ
Ｈ
日
〓
①
が
比
較
的
実
際
に

近
い
よ
う
で
す
。
他
の
地
図
は
全
く
出

鱈
目
で
す
。

毎
日
々
々
が
四
〇
〇
〇
―
五
〇
〇
〇

房
の
山
岳
地
帯
の
尾
根
道
、
山
腹
道
で

時
々
河

（
コ
ー
ラ
）
を
渡
る
時
に
二
〇

〇
〇
房
も
上
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

き
び
し
い
道

（道
な
ど
余
り
あ
り
ま
せ

ん
）
で
し
た
。
全
く
の
無
人
地
帯
な
の

で
、
二
日
―
三
日
目
に
出
会
う
西
蔵
遊

牧
民
の
ヤ
ク
の
毛
で
作

っ
た
天
幕
を
発

見
し
、
道
を
聞
く
だ
け
で
す
。
余
り
難

し
い
複
雑
な

８
二
①
は
西
蔵
人
に
案
内

さ
せ
ま
し
た
。

言
葉
は
全
く
西
蔵
語
し
か
通
じ
ま
せ

ん
。
音
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
推

し
て
西
西
蔵
の
言
葉
の
よ
う
で
す
が
、

ラ
サ
方
言
は
完
全
に
通
じ
ま
す
。
ロ
ー
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日曜・祭日0月曜を除く毎日
13時～20時

―
お
知
ら
せ
‥
‥
‥
‥
…
…
…
…
‥
‥

ネ
パ
ー
ル
の
秘
境

ム
ス
タ

ン
の
人
と
山

―
―
ブ
リ
ク
テ
ィ
登
山
の

報
告
と
ス
ラ
イ
ド
映
写
―
―

日
時
　
昭
和
五
十
七
年
九
月
二
日

（本
）

十
八
時
三
十
分
よ
り

場
所
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ム
講
師
　
菊
地
　
薫
氏

(1)
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方
言
と
も
多
少
違
う
よ
う
で
す
。

今
回
は

一
〇
〇
〇
人
く
ら
い
収
容
出

来
る
カ
ム
バ

・
ケ
ー
ム
（が
目
ｕ
”
ｏ
”
‐

日
り
）
を
通
り
大
変
興
味
が
あ
り
ま

し

た
。
西
蔵
と
の
国
境
近
く
に
は
中
国
軍

の
敵
襲
に
備
え
た
監
視
村
や
ト
ー
チ
カ

ら
し
き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
等
は

よ
く
ぞ
こ
ん
な
処
に
家
を
建
て
、
そ
し

て
住
み
、
色
々
な
問
道

（極
め
て
危
険

な
道
だ
が
）
を
作

っ
た
も
の
だ
と
、
唯

た
だ
感
心
す
る
ば
か
り
で
す
。

地
形
は
極
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、

そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
荒
れ
は
て

た
地
表
は
生
物
の
全
々
住
め
な
い
処
と

言
え
る
く
ら
い
で
す
。

た
だ
植
物
と
し
て
は
ト
ゲ

の
あ

る

０
”圏
”
””
”
や

∽
ｏり
ｒ
ｏ
お
、
そ
れ
に
少

し
ば
か
り
の

同
づ
Ｆ
①キ
”
の
潅
木
が
あ

り
、
そ
れ
が
唯

一
の
燃
料
で
す
。
不
思

議
な
こ
と
に
土
鳩
と
雷
鳥
が
沢
山
い
ま

し
た
。
今
回
の

８
鰊
の
は
ロ
ー

・
マ
ン
タ
ン

（
ム
ス
タ
ン
）
の
本
街
道
と
全
く
違
い

西
蔵

へ
の
裏
間
道
の
た
め
か
、
タ
ン
グ

や
デ
ー
の
村
の
ゴ
ム
パ
に
は
経
典
ら
し

き
も
の
は
全
く
な
く
、
チ
ョ
ル
テ
ン
も

比
較
的
新
し
く

一
世
紀
く
ら
い
前
の
も

の
の
よ
う
で
し
た
。
矢
張
り
古
文
書
を

た
ず
ね
る
に
は
私
が

一
九
七
七
年
に
通

っ
た
本
街
道
で
な
い
と
な

い
よ
う

で

す
。カ
ト
マ
ン
ド
ウ
で
し
ば
ら
く
休
養
を

と
り
、
ま
た
新
し
い
次
の
旅
に
向
か
お

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
お
身
体
を

お
大
切
に
。

（六
月
十
八
日
　
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
に
て
）

会

員

懇

談

会

（会

員

来
室

日
）

―
―
総
務
財
務
委
員
会

一
年
間
の
歩
み
‐―
―

総
務
財
務
委
員
会
が
、
委
員
会
本
来

の
形
を
と
っ
て
動
き
始
め
た
の
は
、
昨

年
二
月
の
五
十
五
年
度
総
会
以
降
で
あ

る
。新
し
く
就
任
さ
れ
た
佐
々
保
雄
会
長

は
、
「支
部
の
充
実
と
発
展
」
「会
員

ヘ

の
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
目
標
と
す
る

こ
と
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
達

成
す
る
た
め

「山
岳
会
ル
ー

ム

の
管

理
」
「支
部
間
交
流
」
「会
員
サ
ー
ビ
ス
」

等
の
山
積
み
さ
れ
た
問
題
を
解
決
す
る

に
は
、
総
務
関
係
の
委
員
を
増
や
し
、

活
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
活

溌
化
を
図
る
こ
と
が
最
良
で
あ
る
と
の

結
論
で
、
こ
こ
に
適
材
適
所
の
人
材
を

選
び
出
し
、
新
生
総
務
財
務
委
員
会
と

し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
す
。

第

一
回
の
仕
事
は
、
全
国
三
六
〇
〇

名
会
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
、
役
員
、
各
委
員
会
は
如
何
に
対

処
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
云
う
主
旨
で
開

か
れ
た
、
昨
年
七
月
の

「第

一
回
委
員

会
会
議
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い

て
は
会
報
四
三
六
、
四
三
七
に
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
が
、　
一
〇
〇
名
近
い
役
員

委
員
の
出
席
で
、
「委
員
の
た
め
の
み

応
医
研
）
⑩
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
中
に
発
症
し
た
高
所
肺
水
腫

の
一
例

（斎
藤
惇
生
＝
新
河
端
病
院
）
①
高
地
肺
水
腫
の

脳
Ｃ
Ｔ
所
見

（福
島
雅
夫
＝
信
大
第

一
内
科
）
の
高
地
肺

水
腫
の
胸
部
Ｘ
線
所
見

（吉
村

一
彦
＝
信
大
第

一
内
科
）

「高
所
障
害
、
高
所
生
理
」
（小
林
俊
夫
座
長
＝
信
大
第

一
内
科
）
〇
高
所
に
お
け
る
視
力
障
害

（
田
中
壮
倍
＝
佐

久
総
合
病
院
）
⑭
高
所
に
お
け
る
凍
傷

（金
田
正
樹
＝
関

東
逓
信
病
院
）
①
ボ
ゴ
ダ
峰
登
山
に
お
け
る
生
理
学
的
変

化

（能
勢
博
＝
京
都
府
医
大
第

一
生
理
）
⑩
女
性
の
高
所

登
山
時
の
生
理
機
能
に
つ
い
て

（堀
井
昌
子
＝
神
奈
川
県

立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
）
○
高
所
順
応
に
お
け
る
低
圧
実
験

室
の
経
験

（高
橋
純

一
＝
京
大
第

一
内
科
）
⑬
明
状
エ
ベ

レ
ス
ト
登
山
隊
に
お
け
る
医
療
報
告

（林
田
康
明
＝
国
立

東
京
第
二
病
院
）

「
一
般
登
山
者
の
た
め
に
」
（薬
師
義
美
＝
大
谷
高
校
）

①
山
行
に
携
帯
す

べ
き

衛
生

（北
博
正
＝
日
体
大
）
②

ｏ
ｏ
一ｏヽ

ｘ
【
と

〓
”暦
卜
ｏ日

の
登
頂
体
験
か
ら
③
京
大

カ
ン
ペ
ン
チ
ン
隊
医
療
報
告

（松
林
公
蔵
＝
京
都
学
士
山

岳
会
）
な
お
ハ
ウ
ス
ト
ン
博
士
夫
妻
は
こ
の
後
、
東
京
で
行
な

わ
れ
た

「
ス
ラ
イ
ド
映
写
と
懇
談
会
」
に
出
席
し
た
あ
と

北
京

へ
。

（敬
称
略
）

「
ス
ラ
イ
ド
映
写
と
懇
談
会
」

―

チ
ャ
ー
ル
ズ

・

ハ
ウ
ス
ト
ン
博
士
夫
妻
を
迎
え
て
―

五
月
二
十

一
日
、
市
ケ
谷
の
私
学
会
館
で
行
な
わ
れ
た

会
で
、
ハ
ウ
ス
ト
ン
博
士
は
時
折
出
席
者
を
笑
わ
せ
な
が

ら
、
ナ
ン
ダ

ｏ
デ
ヴ
イ
な
ど
に
遠
征
し
た
時
の
古
い
、
珍

し
い
ス
ラ
イ
ド
や
、　
一
九
六
三
年
か
ら

一
九
七
九
年
ま
で

カ
ナ
ダ
の
マ

ウ
ン
ト

・
ロ

ー
ガ
ン
で
行

な
わ
れ
た
高

山
病
研
究
の

様
子
の
ス
ラ

イ
ド
を
、
海

外
委
員
長
の

佐
藤
テ
ル
会

員
の
通
訳
に

よ
り
説
明
さ

れ
た
。
一
九
二
六

年
の
ナ
ン
ダ

ｏ
デ
げ
／
ィ
」還

箱
」許町
の
テ
ィ

ル
マ
ン
、
オ
デ
ー
ル
、
カ
ー
タ
ー
、
ロ
イ
ド
と
い
っ
た
人

々
に
混
じ
っ
て
何
人
か
シ
ェ
ル
パ
が
写
っ
て
い
た
が
、
こ

の
中
の
誰
か
は
き
っ
と
日
本
隊
が
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
に
登
っ

た
時
加
わ
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
と
話
さ
れ
た
。

一
九
二
八
年
に
Ｋ
２

へ
行

っ
た
時
の
と
、　
一
九
五
三
年

に
Ｋ
２

へ
行

っ
た
時
の
ス
ラ
イ
ド
が
あ
っ
た
が
、
後
者
の

に
は
最
終
キ
ャ
ン
プ
の
Ｃ
８
で
猛
吹
雪
に
会
っ
た
時
の
様

子
、
こ
の
遠
征
を
不
首
尾
に
終
ら
せ
る
原
因
と
も
な
っ
た
、

肺
水
腫
に
な
っ
た
隊
員
を
写
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の

隊
員
は
下
山
の
途
中
不
幸
に
も
亡
く
な
っ
た
と
話
さ
れ
た

が
、
こ
れ
が

ハ
ウ
ス
ト
ン
博
士
を
高
山
病
研
究
に
打
ち
込

ま
せ
る
原
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
た
。

一
九
五
〇
年
、
同
博
士
の
父
の
Ｏ

・
ハ
ウ
ス
ト
ン
が
ネ

パ
ー
ル
政
府
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
の
許
可
を
も
ら
い
、
博
士

と
テ
ィ
ル
マ
ン
が
カ
ル
パ
タ
ー
ル
ま
で
登
り
、
そ
こ
か
ら

ウ
エ
ス
ト

・
ク
ウ
ム
経
由
の
ル
ー
ト
を
偵
察

し
た

と

い

う
、
カ
ル
パ
タ
ー
ル
近
辺
か
ら
の
エ
ベ
レ
ス
ト
の
ス
ラ
イ

ド
が
あ
っ
た
。

マ
ウ
ン
ト

・
ロ
ー
ガ
ン
の
研
究
所
の
ス
ラ
イ
ド
で
は
、

こ
こ
で
使
用
す
る
飛
行
機
の
写
真
、
七
月
に

一
晩
で
四
口冽

も
雪
を
積
ら
せ
る
嵐
の
写
真
、
零
下
四
〇
度
に
も
な
っ
た

こ
の
時
の
気
温
の
話
な
ど
が
あ
っ
た
。

高
山
病
に
つ
い
て
の
ス
ラ
イ
ド
で
は
、
専
門
的
な
資
料

が
示
さ
れ
た
が
、
健
康
な
肺
と
肺
水
腫
に
な
っ
た
肺
の
写

懇親会でのハウストン博士夫妻

(2)



山1 446-198208020(第 二種郵便物認可)

の
委
員
会
」

「
一
部
会
員
だ
け
の
山
岳

会
ル
ー
ム
の
利
用
」
な
ど
を
回
避
し
、

一
般
会
員
に
対
し
て
は
「権
利
と
義
務
」

を
自
覚
し
て
も
ら
い
、
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ

を
エ
ン
ジ

ョ
イ
出
来
る
よ
う
な
訪
ね
や

す
い
ル
ー
ム
を
つ
く
る
話
し
合
い
が

一

日
が
か
り
で
も
た
れ
た
の
で
す
。

山
岳
会
の
活
性
化
を
図
り
、
行
動
力

あ
る
組
織
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
若
い

力
の
台
頭
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
総
務
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
新

し
い
会
員
が
山
岳
会
に
馴
染
め
る
よ
う

山
岳
会
の
組
織
に
参
画
出
来
る
よ
う
な

ム
ー
ド
づ
く
り
を
目
的
に
、
す
べ
て
の

会
員
が
自
由
に
集
ま
り
語

り
合

え

る

「会
員
来
室
日
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
原
則
と
し
て
毎
月
十
五
日
の
夜

に

「会
員
懇
談
会
」
の
名
称
で
、
昨
年

十

一
月
ょ
リ
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

同
時
に
、
経
験
あ
る
若
い
人
達
が

一

人
で
も
多
く
参
加
出
来
る
よ
う
な
、
彼

ら
の
持
て
る
登
高

へ
の
意
欲
を
充
た
す

よ
う
な
、
四
季
に
わ
た
る
ハ
ー
ド
な
登

攀
を
計
画
し
、
そ
れ
が
や
が
て
海
外
登

山

へ
と
進
展
し
て
ゆ
く
下
地
と
な
る
。

青
年
懇
談
会
、
婦
人
懇
談
会
、
集
会
や

指
導
の
各
委
員
会
な
ど
を
中
心
に
登
山

を
計
画
し
て
も
ら
い
、
他
の
委
員
会
に

も
協
力
を
お
願
い
し
て
来
ま
し
た
。

三
ツ
峠
や
秩
父
の
小
川
山
な
ど
に
お

け
る
岩
登
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
そ
し

て
昨
秋
の
韓
国
仁
寿
峰
登
攀
。
今
年
に

入
っ
て
、
正
月
の
爺
ケ
岳
合
宿
、
二
月

の
後
立
山
五
竜
岳
、
そ
し
て
五
月
の
剣

岳
八
ツ
峰
登
攀
、
穂
高
合
宿
。
こ
れ
ら

の
登
山
を
通
じ
て
、
徐
々
に
で
は
あ
る

が
若
い
力
の
結
集
を
み
て
お
り
ま
す
。

一
方
支
部
に
お
い
て
も
独
自
の
登
山

活
動
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
昨
年
よ
り

五
カ
年
計
画
で
行
な
わ
れ
て
い
る
中
国

ボ
ゴ
ダ
峰
周
辺
登
山
に
、来
年
か
ら
は
、

東
海
支
部
、
関
西
支
部
が
登
山
隊
を
出

す
こ
と
も
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
動
き
の
な
か
か
ら
、
や
が
て
各
支

部
が
合
同
で
、
剣
や
穂
高
で
数
日
間
の

合
宿
を
行
な
う
計
画
も
、
必
ず
や
近
い

う
ち
に
具
体
化
し
て
く
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
枠
を
と
り
は
ら
い
、
参
加
者
す
べ
て

が

一
会
員
と
云
う

「権
利
と
義
務
」
を

も
っ
て
自
由
に
歓
談
し
て
も
ら
い
、
ク

ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う
と
云
う

「会

員
懇
談
会
」
。

そ
の
記
念
す
べ
き
第

一

回
は
、
五
十
六
年
十

一
月
十
五
日
夜
、

冬
期
ア
コ
ン
カ
グ
ア
南
壁
単
独
登
攀
の

長
谷
川
恒
男
会
員
を
迎
え
、
山
岳
会
ル

ー
ム
で
開
か
れ
た
。
第
二
回
は
、
Ｋ
２

を
西
稜
よ
り
登
攀
し
た
早
大
隊
の
大
谷

映
芳
会
員
と
、
折
か
ら
来
日
中
の
登
頂

者
で
パ
キ
ス
タ
ン
山
岳
会
の
ナ
ジ
ー
ル

氏
を
迎
え
て
、
十
二
月
十
五
日
夜
に
行

な
わ
れ
た
。
い
ず
れ
の
懇
談
会
も
、
ル

ー
ム
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
大
盛
況

で
あ
っ
た
。

第
二
回
は
場
所
を
八
方
尾
根
に
移
し

集
会
委
員
会
主
催
の
ス
キ
ー
懇
親
会
を

地
元
信
濃
支
部
や
関
西
支
部
な
ど
か
ら

の
参
加
者
を
集
め
て
行
な
わ
れ
た
。
第

四
回
は
今
度
は
青
年
懇
談
会
主
催
で
、

丹
沢
の
寄
小
屋
。
熱
い
猪
な
べ
と
脂
の

の
っ
た
鹿
肉
の
刺
身
、
そ
し
て
ア
ル
コ

ー
ル
。
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
た

「
二

真
な
ど
を
見
せ
な
が
ら
、
今
だ

に
高
山
病
を
予
防
す
る
薬
も
治

療
す
る
薬
も
な
い
こ
と
を
話
さ

れ
、
ど
こ
で
も
、
日
本
の
山
で

も
高
山
病
は
起
こ
り
う
る
の
だ

か
ら
、
登
る
時
は
ゆ
っ
く
り
と

体
を
慣
ら
し
な
が
ら
登
り
、
高

山
病
に
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
た

ら
す
ぐ
下
り
る
。
下
山
す
れ
ば

す
ぐ
治
る
の
だ
か
ら
次
の
日
ま

た
登
る
と
い
っ
た
、
賢
明
な
行

動
を
と
る
よ
う
に
と
話
さ
れ
て

い
た
。
ス
ラ
イ
ド
が
終

っ
た
後
は
、

出
席
者

一
同
部
屋
の
奥
に
用
意

さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
ハ

ウ
ス
ト
ン
博
士
夫
妻
と
の
歓
談

の
時
を
持
っ
た
。
二
十
年
前
来
日
さ
れ
た
時
の
ハ
ウ
ス
ト

ン
夫
人
に
つ
い
て
、
吉
沢

一
郎
さ
ん
が
感
想
を
漏
ら
さ
れ

た
が
、
当
時
交
歓
会
に
出
席
さ
れ
た
会
員
で
今
な
お
元
気

な
方
の
少
な
い
の
は
、
時
の
流

れ
な
の
だ
ろ
う
。
（岡
沢
祐
吉
）

月
の
会
員
懇
談
会
」
で
あ
っ
た
。

三
、
四
、
五
月
は

「
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ

と
は
何
か
」
を
さ
ぐ
る
懇
談
会
を
三
回

に
わ
け
て
行
な
い
、
日
本
山
岳
会
の
歴

史
、
諸
外
国
山
岳
会
の
状
況
な
ど
を
、

山
崎
安
治
図
書
委
員
長
、
佐
藤
テ
ル
海

外
委
員
長
に
お
願
い
し
、
ま
と
め
の
意

味
で
二
月
に
佐
々
会
長
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「会
員
懇
談
会

（会
員
来
室
日
）」
は

各
委
員
会
に
も
ち
回
り
で
主
催
し
て
も

ら
い
、
総
務
は
裏
方
に
な
っ
て
準
備
に

あ
た
る
も
の
で
あ
り

「毎
月
十
五
日
」

と
あ
ら
か
じ
め
日
を
決
め
た
こ
と
は
、

支
部
会
員
が
東
京
出
張
な
ど
の
折
に
、

ぜ
ひ
ル
ー
ム
に
立
寄

っ
て
も

ら

い
た

い
。
こ
こ
か
ら
支
部
会
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
て
て
ゆ
こ
う
と
の

意
図
も
あ
る
の
で
す
。

こ
の
案
内
は
、
こ
こ
二
年
く
ら
い
の

間
に
入
会
さ
れ
た
、
東
京
を
中
心
と
し

た
会
員
―
主
に
昭
和
生
ま
れ
―
二
〇
〇

名
く
ら
い
に
郵
送
し
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
出
席
者
は
１０
％
に
満
た
ぬ
場
合
も

あ
り
ま
す
。
日
頃
山
岳
会
ル
ー
ム
を
訪

ね
る
機
会
も
な
い
、
ま
た
新
し
い
会
員

で
、
な
か
な
か
山
岳
会
に
な
じ
め
な
い

と
云
う
会
員
の
た
め
の

「懇
談
会
」
な

の
で
す
か
ら
、
今
後
は
も

っ
と
積
極
的

に
参
加
さ
れ
て
、
良
い
意
味
で
山
岳
会

を
利
用
し
て
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
な
か
か
ら
支
部
会
員
と

の
交
流
も
出
来
、
今
ま
で
は
バ
ラ
バ
ラ

で
行
な
っ
て
い
た
登
山
も
、
各
支
部
間

で
連
絡
を
と
り
合

っ
て
共
同
で
立
案
し

実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
剣
岳
や
穂

高
岳
で
の
合
同
の
登
攀
が
、
や
が
て
は

海
外
登
山

へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
ゆ

く
こ
と
を
目
論
ん
で
も
い
る
の
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
国
三

六
〇
〇
名
会
員
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
の

が
総
務
財
務
委
員
会
の
仕
事
と
云
え
ま

す
。
こ
の

「懇
談
会
」
は
、
新
し
い
会

員
や
支
部
会
員
の
た
め
だ
け
に
あ
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
岳
会
全
会
員
の

西からのエベレスト,Eはューゴ隊ルート/Die Alpen'80,3.Q

お

願

い

８３
年
度
グ
リ

ー
テ
イ
ン
グ

カ
ー
ド
用
写

真
の
再
公
募

貴
男
（女
）
の

写
真
が
世
界
各

国
に
旅
を
し
ま

す
。
お
手
元
の

写
真
を
是
非
お

送
り
下
さ
い
。

締
切
日
九
月
十
三
日

日
本
の
山
岳
風

景
で
モ
ノ
ク
ロ

（手
札
大
ま
で
）

送
り
先
　
海
外

委
の
総
務

ヘ

(3)
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た
め
の
催
し
で
も
あ
り
ま
す
。
会
員
皆

様
の
希
望
や
ご
意
見
を
、
ぜ
ひ

「
毎
月

十
五
日
の
会
員
来
室
日
」
に
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

新
生
委
員
会
と
し
て
誕
生
し
て

一
年

そ
の
一
年
間
の
ま
と
め
と
し
て
、
去
る

六
月
十
九
、
二
十
日
両
日
、
長
野
県
諏

図

書

紹

介
シ
シ
ヤ
パ
ン
マ

一
九
八

一
年

ｏ
春

―
日
本
女
子
登
山
隊
の
記
録
―

シ
シ
ャ
バ
ン
マ
の
報
告
会
に
出
席
し

そ
の
帰
り
に
も
う
報
告
書
を
手
渡
さ
れ

て
、
そ
の
早
技
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
何

故
そ
ん
な
に
報
告
書
の
作
成
を
急
い
だ

か
と
い
う
と
、
今
後
中
国
の
登
山
を
志

す
方
々
へ
の
手
引
書
に
し
た
い
た
め
だ

そ
う
だ
。
そ
う
自
負
さ
れ
る
だ
け
あ
っ

て
、
中
国
登
山
協
会
の
規
約
も
収
録
さ

れ
て
お
り
、
各
係
の
報
告
の
中
に
も
、

随
所
に
、
女
性
ら
し
く
細
々
と
中
国
の

登
山
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
北
村
節
子
さ
ん
の
渉
外
係
と

し
て
の
報
告
及
び
チ
ベ
ッ
ト
事
情
の
項

に
は
、
中
国
特
に
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る

登
山
に
必
要
な
事
柄
が
、
こ
と
細
か
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
記
録
係
の
三

訪
湖
畔
に
お
い
て
、
初
の
全
国
支
部
の

実
務
者
に
よ
る

「支
部
間
懇
談
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
「古
き
良
き
時
代
」
の

日
本
山
岳
会
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

「行
動
力
あ
る
、
実
力
の
組
織
」
の
山

岳
会
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
。

（総
務
委
員
長

・
坂
本
正
智
）

原
洋
子
さ
ん
の
日
記
風
の
文

の
中

に

も
、
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

登
山
の
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
、
高
所
順
応

に
関
し
て
は
、
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
の
場
合

キ
ャ
ラ
バ
ン
が
無
く
、
標
高
三
六
〇
〇

房
の
ラ
サ
に
飛
行
機
で
入
り
、
旬
日
も

経
ず
し
て
、
車
で
五

一
〇
〇
の
Ｂ
Ｃ
入

り
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
山

の
地
形
自
体
が
ま
た
高
所
順
応
を
難
し

く
さ
せ
る
と
い
う
悪
条
件
が
重

っ
て
お

り
、
そ
れ
を
如
何
に
克
服
す
る
か
に
苦

慮
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
結
果
と
し
て
、

医
療
報
告
に
は
、
高
血
圧
を
示
し
、
狭

心
症
様
発
作
を
起
こ
し
た
症
例
、
眼
底

出
血
で
帰
国
後
も
後
遺
症
に
悩
む
症
例

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
低
酸
素
暴
露
の

厳
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
の
圧
巻
と
も
言
う
べ
き

田
部
井
隊
長
の
登
頂
記
に
は
、
心
電
図

に
異
常
を
認
め
、
肺
機
能
も
正
常
以
下

で
、
レ
線
所
見
で
肺
気
腫
が
認
め
ら
れ

る
と
い
う
身
体
な
の
に
、
自
ら
の
意
志

で
無
酸
素
登
頂
を
遂
げ
ら
れ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
田
部
井
隊
長
の
心
肺
の
所

見
は
、
登
山
に
は

一
向
に
支
障
が
無
い

と
言
わ
れ
、
今
回
も
高
所
順
応
抜
群
で

登
頂
者
に
な
ら
れ
た
が
、
高
所
協
力
員

の
献
身
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
に
し

ろ
、
常
人
の
な
せ
る
技
で
は
な
い
と
私

は
思
い
ま
し
た
。
登
頂
時
の
苦
痛
は
私

だ
け
で
沢
山
、
と
て
も
他
の
隊
員
に
は

経
験
さ
せ
ら
れ
な
い
と
記
し
て
お
ら
れ

る
よ
う
に
、
苦
闘
の
連
続
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
全
身
意
志
の
固
り
の
よ
う
な
田

部
井
隊
長
に
は
脱
帽
す
る
。

ま
た
、
大
方
の
登
山
隊
が
ス
ポ
ン
サ

ー
探
し
や
資
金
集
め
に
苦
労
す
る
が
、

エ
ベ
レ
ス
ト
の
登
頂
者
と
し
て
輝
し
い

業
績
を
持
つ
田
部
井
さ
ん
で
す
ら
、
今

は
も
う
他
人
の
援
助
で
山
に
登
る
時
代

で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
。　
一
千
万
も
の

借
財
を
残
し
て
出
発
さ
れ
た
く
ら
い
だ

か
ら
、
諸
事
切
り
詰
め
た
財
政
で
あ
っ

た
と
思
う
が
、
そ
の
節
約
の
仕
方
も
、

一
例
を
示
せ
ば
、
酸
素
を
直
接
フ
ラ
ン

ス
の
メ
ｌ
ヵ
ｌ
か
ら
買
い
、
し
か
も
中

国
登
山
協
会
に
送
ら
せ
る
と
い
う
手
段

を
と
り
、
半
値
近
い
出
費
で
す
ま
せ
て

お
い
で
だ
。
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
も
学

ぶ
べ
き
事
柄
の
一
つ
だ
と
思
う
。

最
後
に
、
囲
み
の
記
事
な
ど
、
思
わ

ず
吹
き
出
し
て
し
ま
う
よ
う
な
愉
快
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
盛
り
こ
ま
れ
、
全
体
を

通
じ
纏
り
も
よ
く
、
読
後
感
も
爽
や
か

な
報
告
書
だ
と
感
じ
た
。

一
九
八

一
年
九
月
、　
一
九
四
頁
、
女

子
登
攀
ク
ラ
ブ
発
行
、
二
〇
〇
〇
円

（黒
石
　
恒
）

山
岳
講
演
集

自
然

・
登
山

・
探
検

西
堀
栄
三
郎
ほ
か

本
書
は
、
日
本
山
岳
会
岐
阜
支
部
が

設
立
以
来
十
年
間
に
開
催
し
た
山
岳
講

演
会
の
記
録
集
で
あ
る
。

講
演
内
容
が
、
単
に
登
山
に
限
ら
ず

講
師
の
人
生
観
や
自
然
観
に
ま
で
及
ぶ

貴
重
な
も
の
で
、
聞
き
流
し
の
ま
ま
或

い
は
支
部
会
員
だ
け
の
も
の
し
て
お
く

の
は
惜
し
い
こ
と
か
ら
、
支
部
設
立
十

周
年
記
念
の
一
環
と
し
て
上
梓
し
た
と

あ
る
。
内
容
は
、

日
本
山
岳
会
岐
阜
支
部
の
設
立
を
祝

す

（三
田
幸
夫
）

岐
阜
の
山
と
私

（今
西
錦
司
）
　

ヤ
ル
ン
カ
ン
登
頂

に
寄
せ
て

（今
西
錦
司
）
　

ヤ
ル
ン

カ
ン
登
頂
報
告

（樋
日
明
生
）
　

登

山
に
お
け
る
危
険
に
つ
い
て

（川
喜

田
二
郎
）
　

チ
ベ
ッ
ト
潜
行
の
八
年

（西
川

一
三
）
　

冒
険
と
人
生

（西

堀
栄
三
郎
）
　

山
と
人
生

（吉
沢

一

郎
）

山
と
人
―
―

一
つ
の
自
然
観

―
―
共
和
崎
洋

一
）
　

登
山
と
科
学

（渡
辺
兵
力
）

で
あ
る
。
前
三
題
は
、
祝
辞
、
自
己
紹

介
、
演
題
導
入
解
説
等
で
、
実
際
の
講

演
は
残
る
七
題
で
あ
る
。

こ
れ
等
、
講
師
の
顔
ぶ
れ
を
見
た
だ

け
で
も
岐
阜
支
部
の
設
立
と
育
成
に
果

た
し
た
今
西
さ
ん
の
影
響
が
如
何
に
大

き
か
っ
た
か
が
察
せ
ら
れ
る
。
地
方
の

支
部
に
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
の
顔
ぶ
れ

の
講
演
が
聴
け
る
の
も
今
西
人
脈
の
賜

で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
今
西
さ
ん
が
岐
阜
を
離

れ
京
都
に
戻
っ
た
後
も
岐
阜
支
部
は
そ

の
活
力
を
失

っ
て
は
い
な
い
。
本
講
演

集
の
刊
行
が
そ
の
一
端
と
い
え
よ
う
。

集
は
、
そ
れ
だ
け
の
講
演
会
の
実
績
が

あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
成
る
か
ら

で
あ

る
。本
部
に
属
し
て
い
る
私
達
か
ら
す
る

と
、
会
報
や
、
こ
う
し
た
刊
行
物
等
で

各
支
部
の
活
躍
を
知
る
こ
と
は
実
に
嬉

し
い
。
山
に
魅
せ
ら
れ
た
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
を

守
り
育
て
、
新
た
な
発
展
を
め
ざ
し
て

活
動
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
会
の
厚

み
や
広
が
り
を
感
じ
る
。

設
立
十
周
年
と
い
え
ば
、
支
部
と
し

て
は
若
い
。
そ
の
岐
阜
支
部
が
美
濃
や

飛
騨
と
い
う
、
こ
の
上
も
な
い
ホ
ー
ム

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
、
今
西
さ
ん
を
始
め
と

す
る
人
脈
や
地
元
愛
好
者
の
人
材
に
恵

ま
れ
、
先
輩
支
部
に
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
活
動
の
証
を
、
こ
う
し
た
形
で
世
に

贈

っ
て
く
れ
た
こ
と
を
慶
び
、
他
支
部

へ
の
刺
激
と
も
し
た
い
。

な
お
、
支
部
会
員
以
外
の
読
者
と
し

て
は
、
折
角
の
岐
阜
支
部
の
刊
行
物
で

あ
れ
ば
、
奥
美
濃
や
飛
騨
の
、
山
や
人

や
山
村
等
に
関
す
る
講
演
が
、
ひ
と
つ

く
ら
い
は
、
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。

一
九
八

一
年
十
二
月
、
日
本
山
岳
会

岐
阜
支
部
出
版
委
員
会
刊
、
Ｂ
６
判

二
一
四
頁
、
送
料
共

一
五
〇
〇
円

（滝
川
　
清
）

神
話
と
伝
説
の
旅

本
書
は
、　
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
ネ

パ
ー
ル
中
部
の
や
や
西
寄
り
に
位
置
し

加川
藤喜
田

千二
代郎
著

(4)
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て
い
る
カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
河
の
本
谷
と
、

そ
れ
に
流
れ
入
る
支
流
が
形
成
す
る
横

谷
で
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
日
か
ら
直

接
に
採
集
さ
れ
た
伝
承
を
つ
た
え
、
適

度
に
解
説
を
ほ
ど
こ
す
書
物
で
あ
る
。

い
か
に
海
外
旅
行
が
日
常
化
し
て
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
く
日
本
人
の
数
が
増
し

て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
個
々
の
旅
行

者
に
と
っ
て
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
件
な

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
旅
行
記
は

ど
う
し
て
も
自
己
中
心
的
な
紀
行
文
も

し
く
は
登
山
記
録
の
形
を
と
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
種
の
も
の
と
は
逆
に
、
自

己
を
お
さ
え
て
客
観
的
な
記
述
を
め
ざ

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
研
究
資
料
と
し
て

の
価
値
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

か
ら
本
書
が
生
ま
れ
た
。
日
本
ネ
パ
ー

ル
協
会
の
編
集
に
よ
る

「ネ
パ
ー
ル
叢

書
」
が
そ
う
し
た
意
図
か
ら
企
画
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
第

一
巻
で
あ

る
本
書
は
こ
の
意
図
を
身
を
も
っ
て
示

す
役
割
り
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

地
元
の
語
り
手
た
ち
と
の
関
係
づ
く

一
り
、
録
音
機
材
の
運
搬
、
語
ら
れ
た
物

一
語
の
文
字
化
、
内
容
の
分
析
な
ど
、
そ

一
れ
ぞ
れ
が
情
熱
な
し
に
は
な
さ
れ
え
な

一
い
が
、
未
登
峰
の
征
服
な
ど
の
よ
う
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
脚
光
を

一
時
的
に

浴
び
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か

し
持
続
さ
れ
た
情
熱
に
支
え
ら
れ
た
地

道
な
努
力
の
産
物
で
あ
る
点
に
こ
そ
、

本
書
の
自
己
主
張
が
あ
る
。

十
九
世
紀
の
前
半
に
ド
イ
ツ
の
グ
リ

ム
兄
弟
に
よ
っ
て
範
を
示
さ
れ
た
民
話

採
集
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
に
及
ん

だ
と
き
、
明
治
時
代
の
前
半
に
文
部
省

が
全
国
各
地
に
収
集
を
指
示
し
た
際
、

岡
山
県
か
ら
は
桃
太
郎
の
話
し
か
な
い

と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
と
い
う
。
あ
れ

か
ら

一
世
紀
ほ
ど
経
過
し
て
、
今
や
民

話
採
集
の
努
力
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
ま
で
及

ぶ
。
そ
れ
も
日
本
人
が
同
じ
ア
ジ
ア
人

で
あ
る
こ
と
を
ネ
パ
ー
ル
人
た
ち
に
認

識
さ
せ
、
心
と
口
を
ひ
ら
か
せ
る
の
で

な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
仕

事

で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
人
に
よ
る
民
話

収
集
の
歴
史
の
里
程
標
と
い
っ
た
観
点

か
ら
も
、
本
書
の
価
値
は
い
っ
そ
う
増

す
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

川
喜
田
二
郎
氏
の

「伝
承
の
背
景
を

考
え
る
」
と
題
さ
れ
た
長
い
序
文
が
、

民
話
採
集
の
舞
台
と
な
っ
た
西
ネ
パ
ー

ル
の
文
化
の
位
相
を
考
察
す
る
。
つ
づ

い
て
同
じ
川
喜
田
氏
の

「
マ
ガ
ー
ル
族

の
物
語
」
が
第

一
部
と
し
て
、
ア
ジ
ア

民
俗
研
究
者
の
加
藤
千
代
さ
ん
の

「伝

説
の
旅
―

タ
ッ
コ
ー
ラ
地
方

を

ゆ

く
」
が
第
二
部
と
し
て
本
書
の
基
幹
部

分
を
わ
け
あ
っ
て
い
る
。

脚
色
を
ほ
ど
こ
さ
れ
な
い
伝
承
の
常

で
、
地
名
の
起
源
を
説
明
す
る
伝
説
の

た
ぐ
い
か
ら
、
起
承
転
結
を
も
つ
物
語

に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の

話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
天
に
昇
れ
な

い
死
者
の
霊
や
魔
女
の
話
な
ど
。
私
の

知
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
の
伝
承

と
驚
く
ほ
ど
似
て
い
る
こ
と
を
知
る
の

も
興
味
深
い
が
、
そ
の
反
面
で
ま
っ
た

く
独
自
の
習
俗
や
想
像
が
紹
介
さ
れ
て

い
て
大
い
に
知
的
刺
激
を
あ
た
え
て
く

れ
る
。
シ
ー
カ
村
の
ル
イ
・
ブ
ジ
ャ
と

呼
ば
れ
る
、
娘
た
ち
だ
け
の
祭

（本
書

八

一
頁
以
下
）
を
は
じ
め
多
く
の
報
告

が
私
に
は
ま
っ
た
く
新
し
い
こ
と
が
ら

で
あ
っ
た
。
加
藤
さ
ん
が
ネ
パ
ー
ル
女

性
た
ち
と
文
字
通
り
起
居
を
と
も
に
し

て
、
同
性
な
ら
で
は
の
感
情
移
入
に
よ

っ
て
語
り
手
で
あ
る
女
性
の
心
理
ま
で

探
ろ
う
と
す
る
こ
と
も
特
筆
に
あ
た
い

す
る
。
と
く
に
、
夫
と
死
別
し
た
女
性

を
社
会
か
ら
排
除
し
よ
う
と
す
る
ヒ
ン

ド
ゥ
社
会
で
二
十
年
以
上
も
生
き
つ
づ

け
て
き
た
老
女
に
つ
い
て
の
記
述

（
一

六
九
頁
以
下
）
が
読
後
の
印
象
に
強
い

余
韻
を
残
し
て
く
れ
る
。

ア
ル
プ
ス
の
関
連
で
私
の
注
意
を
ひ

き
つ
け
た
も
の
の
一
つ
が
カ
リ
ガ
ン
ダ

キ
の
河
岸
か
ら
出
土
す
る
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
貝
の
化
石
と
そ
れ
へ
の
信
仰
に
つ
い

て
の
記
述
で
あ
る

（
二
〇
五
頁
以
下
）
。

十
八
世
紀
は
じ
め
ア
ル
プ
ス
の
自
然
科

学
者
た
ち
は
山
地
で
発
見
さ
れ
た
貝
の

化
石
を
ノ
ア
の
大
洪
水
を
実
証
す
る
も

の
と
し
て
聖
書
と
む
す
び
つ
け
て
解
釈

し
よ
う
と
し
た
。
宗
教
と
対
決
し
て
迷

信
の
ヴ

ェ
ー
ル
を
は
ぎ
と
る
と
こ
ろ
に

西
洋
の
科
学
の
宿
命
的
な
役
割
り
が
あ

っ
た
が
、
宗
教
を
科
学
に
よ
っ
て
証
明

し
よ
う
と
す
る
努
力
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
点
で
ネ
パ
ー
ル
の
貝
の
化
石

に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
、
ま
だ
科
学
的
発

想
に
よ
る
合
理
化
の
洗
練
を
受
け
て
い

な
い
が
ゆ
え
の
純
朴
さ
を
た
も

っ
て
い

る
。
こ
れ
は
た
ん
な
る

一
例
に
す
ぎ
な

い
が
、
本
書
の
提
供
す
る
貴
重
な
報
告

は
ネ
パ
ー
ル
の
局
地
的
研
究
の
枠
を
こ

え
て
、
将
来
の
比
較
文
化
学
も
し
く
は

比
較
民
俗
学
の
レ
ベ
ル
で
の
国
際
的
な

グ
ル
カ
兵
と

英
国
人
登
山
家

の
歓
迎
会

六
月
十
二
日

（土
）
に

ル
ー
ム
で
行
な
わ
れ
た
こ

の
歓
迎
会
は
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
で
騒
が
れ
た
た
め

も
あ
っ
て
、
大
変
な
賑
や

か
さ
で
あ
っ
た
。
何
人
か

の
美
人
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
ま

で
混
じ
り
、
歌

っ
て
ヽ
踊

っ
て
、
飲
ん
で
、
食
べ
て

Ｌ″」・・・。
昔
ど
こ
か
の
国
の
軍
人

達
の
休
暇
も
こ
う
だ
っ
た

の
で
は
Ｐ

と
思

わ
せ

た
。

グルカ兵とイギリス人登山家の歓迎会で,1982,6。 12。 ルームにて

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
ひ
ら

い
て
み
せ
て
く
れ
る
。

Ｂ
６
版
、
二
四
六
頁
、
古
今
書
院
、

二
〇
〇
円
　
　
　
　
（宮
下
啓
三
）

ス
イ

ス
の
山

々

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｃ
山
案
内
人
の
体
験
談
―

オ
レ
ル

。
フ
ュ
ス
リ
社
編

岡

沢

祐

吉

訳

自
宅
の
近
く
の
新
刊
書
屋
さ
ん
を
偶

々
覗
い
た
ら
、
「
ス
イ
ス
の
山
々
」

と

い
う
標
題
の
本
が
眼
に
入
っ
た
。
新
聞

で
も
、
雑
誌
で
も
広
告
に
気
が
付
か
な

か
っ
た
の
で
、
手
に
取
っ
て
み
る
と
、

会
報

「山
」
編
集
担
当
の
岡
沢
氏
の
手

に
な
る
も
の
。
驚
い
て
早
速
購
入
し
て

読
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
正
に
巻
を
掩
う

能
わ
ず
で
、
夢
中
で
読
了
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
ん
な
こ
と
は
最
近
余
り
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
。

岡
沢
氏
は
、
会
報

「山
」
の
四
〇
二

号
か
ら
四
〇
九
号
に
八
回
に
わ
た
っ
て

「ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
氏
の
山
案
内
人
手
帳
」

と
題
し
て
、
写
真
入
り
で
克
明
に
ス
イ

ス
山
案
内
人
の
一
人
で
あ
る
ブ
ラ
ヴ
ァ

ン
ド
氏
に
つ
い
て
、
ま
た
槙
さ
ん
を
始

め
と
す
る
、
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
氏
と
山
行

を
共
に
し
た
日
本
人
登
山
者
に
つ
い
て

書
い
て
い
る
。

そ
の
岡
沢
氏
が
ミ
ュ
レ
ン
か
ら
シ
ル

ト
ホ
ル
ン
行
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
ろ

(5)
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う
と
し
て
、
歩
い
て
行
く
途
中
、
裏
街

の
本
屋
で
偶
然
こ
の
本
に
出
会

っ
た
と

い
う
次
第
で
あ
る
。
原
書
は

一
九
二
六

年
の
初
版
以
来
版
を
重
ね
、　
一
九
六
九

年
に
は
第
七
版
を
数
え
て
い
る
と
い
う

か
ら
、
現
地
で
は
相
当
に
読
ま
れ
て
い

る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
一
つ
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
本
が
今
ま
で
わ
が
国
に
紹
介

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
不
思
議
と

い
え
ば
不
思
議
だ
。

本
書
の
内
容
は
ス
イ
ス
各
地
出
身
の

山
案
内
人
三
十
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山

行
で
の
経
験
、
恐
し
か
っ
た
こ
と
、
苦

し
か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、

成
功
、
不
成
功
を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
、

山
案
内
人
と
し
て
、
或
い
は
同
伴
者
の

立
場
か
ら
述
べ
て
い
る
。

現
代
の
登
山
は
ガ
イ
ド
レ
ス
か
ら
始

っ
て
、
バ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
と
か

単
独
登
攀
と
か
、
冬
期
登
山
と
か
、
登

山
の
方
法
、
形
式
は
昔
と
は
異

っ
て
来

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
単

に
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
に
と
ど

ま
ら

ず
、
そ
の
地
域
も
グ

ロ
ー
バ
ル
な
も
の

に
な
っ
て
来
て
い
る
が
、
登
山
の
原
点

は
昔
も
今
も
変

っ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
そ
の
一
つ
に
登
山
行
為

に
は
い
つ
も
大
な
り
小
な
り
生
命
の
危

険
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ

フ０
。日
本
の
山
と
は
高
度
、
地
形
、
気
候

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
点
で
異
な
る
ス
イ
ス

の
山
々
で
の
出
来
事
で
は
あ
る
が
、
そ

前
回
の
二
葉
と
今
回
の
四

葉
の
都
合
六
葉
の
写
真
は
、

昭
和
五
十
七
年
度
総
会
々
場

で
会
員
に
披
露
さ
れ
、
そ
の

後
フ
ィ
ル
ム
委
員
会
が
保
存

し
て
い
る
。

（中
村
純
二
）

お
知
ら
せ

第
二
回
キ
ノ
コ
観
察
山
行

期
日
　
九
月
四
日
（土
）―
五

日

（
日
）

場
所
　
富
士
山
山
麓

・
宿
泊

奥
庭
荘

講
師
　
上
野
英
世

・
参
加
者

三
十
名
以
内

・
詳
細
は
集

会
委
員
会
ま
で
。

の
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
実
に
わ
れ
わ

れ
の
身
近
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ス
イ

ス
の
山
々
で
起
き
た
こ
と

（
一
件
は
南

米
ア
ン
デ
ス
）
を
飾
ら
ず
、
正
直
に
時

に
は
ュ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
語
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
登
山
の

形
式
や
方
法
は
異
な
る
が
、
山
を
愛
し

登
山
を
好
む
人
々
に
と
っ
て
は
、
実
に

参
考
と
な
り
、
教
訓
と
な
り
、
ま
た
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
の
で

あ
る
。
本
書
は
岡
沢
氏
が
、
前
述
の
よ
う
に

ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
氏
を
始
め
と
す
る
、
ス

イ
ス
の
山
案
内
人
に
つ
い
て
精
通
さ
れ

て
い
る
だ
け
に
、
訳
者
と
し
て
は
、
う

っ
て
つ
け
の
人
と
い
う
べ
き
で
、
そ
の

訳
文
は
流
麗
に
し
て
、
読
み
易
い
。

私
は
、
大
学
、
高
校
の
登
山
指
導
者

が
、
学
生
、
生
徒
を
指
導
す
る
の
に
よ

い
テ
キ
ス
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
こ
れ
は
単
な
る
登
山
技
術
の
書

で
は
な
く
、
登
山
の
心
の
書
で
あ
る
と

思
う
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、偶
然
か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
、

巻
頭
と
巻
末
を
飾

っ
て
い
る
の
が
、
サ

ム
エ
ル
・
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
氏
と
エ
ミ
ー

ル
ｏ
シ
ュ
ト
イ
リ
氏
で
あ
り
、
二
人
と

も
日
本
人
登
山
家
と
の
山
行
の
様
子
を

書
い
て
い
る
。

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
刊
、

定
価

一
、
九
〇
〇
円
、
Ａ
５
版
、　
一

人

一
頁

（斎
藤
健
治
）

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る

秩
父
宮
舞
仁
親
王
殿
下
写
真
集

Finsteraarhorn(4273m)頂 上の殿下 (右端)
1926,AUG。 19.(八 ッ切) Great Gable峰 (899m)E英国

言キ_WeStmOrland Cumbrian_山~ 
脈]の二―ドル登攀。ピーク上,
右に帽子の出ているのが殿下。
1926,AUG.4.(四 ッ切)
「令嬢達の手前,あまり閉口した
様子も見せられないと思い,懸命
にがんばりました。それで手が動
かないくらい疲労し,二日目の夕
食のときなどナイフとフォークが

うまく使えない程でした」(「想い

出の記」より)

深
い
霧
の
た
だ
よ
う
山
頂
を
さ
ま
よ

っ
て
い
る
時
、
三
角
点
の
標
石
を
見
つ

け
る
と
、
ほ
っ
と
し
た
感
じ
に
な
る
。

は
Ｆ
Ｚ

珈
乙
マ
・

山

頂

の

標

石
小
野
　
幸

私
は
昨
年
七
十
に
な
り
、
老
人
む
き
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
、
と
考
え
て
坂

束
の
札
所
め
ぐ
り
を
思
い
立
っ
た
。
浅

草
寺
の
清
水
谷
さ
ん
か
ら
観
音
巡
礼
の

本
を
い
た
だ
い
た
こ
と
や
そ
ん
な
古
い

寺
な
ら
建
築
な
ど
美
し
い
も
の
も
あ
ろ

う
と
言
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
プ

ロ
の

巡
礼
隊
の
よ
う
に
ご
詠
歌
を
う
た
っ
た

り
、
納
経
と
か
ご
印
を
お
し
て
も
ら
う

と
言
う
こ
と
も
し
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
ピ
ル
グ
ル
に
去
る
十

一
月
十
四

日
、
福
島
な
ど
の
県
境
に
あ
る
八
溝
山

に
行

っ
た
。
登
っ
た
と
言
い
た
い
が
こ

の
山
は
頂
上
ま
で
車
で
楽
に
行
け
る
の

(6)

今
年
も
ま
た
上
高
地
山
研
で
逢

′し、ま
ｔ
本
う
ｌ
・
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Grindelwaldの氷河にて 右より3人目殿下
1926,MAR.14.～ 28。 (六 ッ切)

「ぞろぞろ人のついて来ないミューンンでの解放された
スキーや氷河歩きは,一生での最上の楽しみの一つだっ
た」 (「想い出の記」より)

Haymarkat頂 上 Emirren付近ヨの Sir
ArnOld Lunn(左)
このスキーツアーには殿下も同行された。
1926,MAR.14.～28.(四 ッ切)

「アーノルド・ラン氏経営のホテルで泊り,背後の山に
出かけた。スリルを伴う

′
1含快なツアーだった」(「想い出

の記」より)

で
あ
る
。
め
ざ
す
お
寺
は
そ
の
山
腹
に

あ
る
が
、
ま
ず
頂
上
に
車
を
す
て
た
。

数
歩
で
八
溝
神
社
、
そ
の
屋
根
に
は
ク

ラ
ス
ト
し
た
残
雪
が
こ
び
り
つ
い
て
い

た
。
そ
の
社
を
左
に
ま
わ
る
と
す
ぐ
頂

上
、
そ
の
ち
い
さ
な
頂
上
に
は
三
角
点

が
あ
っ
た
。
そ
の
標
石
は
三
分
の
一
ほ

ど
土
に
う
ま
っ
て
い
た
が
、
無
傷
の
美

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
ん
な
場
所
、
登
山
者
よ
り
も
マ
イ

カ
ー
や
そ
の
家
族
た
ち
の
お
と
づ
れ
の

方
が
ず

っ
と
多
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

の
山
頂
の
標
石
が
、
こ
ん
な
に
美
し
く

保
た
れ
て
い
た
の
か
、
と
言
う
よ
ろ
こ

び
と
お
ど
ろ
き
が
わ
い
て
き
た
の
だ
っ

た
。
も
し
石
の
付
近
で
大
た
き
火
で
も

し
て
い
た
ら
石
は
欠
け
て
し
ま
っ
て
い

た
だ
ろ
う
。
地
方
自
治
体
な
ど
で
は
文

化
財
の
ま
わ
り
に
た
き
火
禁
止
区
域
の

条
例
を
つ
く
っ
て
い
る
。

登
山
を
す
る
者
は
こ
の
頂
上
な
ど
に

あ
る
三
角
点
、
そ
の
他
の
標
石
を
保
護

す
る
義
務
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を

破
壊
す
る
権
利
も
な
い
と
思
う
。
で
も

い
つ
ま
で
も
健
全
な
す
が
た
で
山
頂
に

わ
だ
か
ま
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
う
の

は
、
ひ
と
り
国
土
地
理
院
の
お
役
人
ば

か
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
集
会
は
昨
年
十

一
月
に
開
催
さ

れ
た
が
、
今
回
は
ま
た
丹
沢
通
の
古
谷

聖
司
会
員
の
お
世
話
で
、
六
月
十
二
日

（土
）
西
丹
沢
の
中
川
沿
い
に
あ
る
奥

替Ｔ沢
山
荘
を
借
り
切

っ
て
、　
一
夕
懇
親

会
の
宴
を
張

っ
た
。
大
森
ド
ク
タ
ー
自

作
の
映
画
エ
ベ
レ
ス
ト
他
を
観
賞
し
、

初
対
面
の
会
員
も
お
互
い
に
旧
知
の
よ

う
な
暖
か
な
交
流
を
行
な
っ
た
。

翌
日
は
写
生
を
す
る
Ｆ
画
伯
を
残
し

て
車
に
分
乗
し
、
東
沢
林
道
の
最
奥
ま

で
登
る
。
こ
こ
か
ら
Ｔ
さ
ん
、
Ｋ
さ
ん

達
は
若
い
人
々
と
東
沢
を
遡
行
、
Ｏ
さ

ん
組
は
古
谷
さ
ん
の
案
内
で
、
ツ
ツ
ジ

新
道
を
辿
り
、
と
も
に
桧
洞
丸
の
頂
上

に
登
る
。
天
気
も
こ
の
季
節
と
し
て
は

ま
あ
ま
あ
上
等
で
、
ツ
ツ
ジ
の
花
は
終

っ
た
が
、
こ
の
辺
り
の
丹
沢
特
有
の
山

毛
棒
の
原
生
林
が
殊
の
ほ
か
美
事
で
あ

っ
た
。
帰
り
は
、
朝
出
た
奥
帯
沢
山
荘

で
全
員
が
落
ち
合
い
、
午
後
三
時
無
事

に
解
散
と
な
っ
た
。
参
加
会
員
の
車
に

分
乗
さ
せ
て
貰

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
最
寄

り
の
場
所

へ
と
別
れ
た
。

白
馬
大
雪
渓
よ
り
唐
松
岳

ヘ

小

林

碧

郎

雪
渓
の
黄
昏
れ
篭
が
れ
鶴
ス
ロ
細

雪
渓
の
風
に
繁
解
く
高
嶺
草

か機
ど
ぱ
ぐ
雲
表
の
男
灯
け
な
り

雷
鳥
の
雛

一
羽
な
る
か
な
し
さ
よ

岩
桔
梗
霧
し
づ
く
し
て
日
を
迎
ふ

雷
鳥
の
雛
よ
ぶ
霧
に
わ
れ
も
濡
れ

こ
ま
く
さ
や
雲
に
落
ち
あ
ふ
縦
走
路

駒
草
の
散
る
こ
と
も
な
く
実
を
い
そ
ぐ

岩
稜
に
声
電
み
が
え
る
雷
わ
ｂ
社
お

わ
が
影
を
逸
れ
て
沈
み
ぬ
山
椒
魚

第
三
回小
田
急
沿
線
会
員
の

親
睦
山
行

庁
山
岳
会
の
若
い
岳
人
の
応
援

も
得

て
、
楽
し
い
食
事
、
楽
し
い
山
行
に
な

っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

参
加
者
　
折
井
健

一
、
近
藤
信
行
、
緑

夫
人
、
大
森
薫
雄
、
網
蔵
志
朗
、
鳥
居

亮
、
藤
江
幾
太
郎
、
土
田
平
三
、
関
喜

義
、
鈴
木
正
俊
、
三
栖
寿
生
、
狩
野
芳

郎
、
滝
沢
芳
常
、
古
谷
聖
司
、
石
川
治

郎
、
小
林
碧
、
田
中
千
穂
子
、
北
島
憲

之
、
石
井
貞
雄
、
加
藤
徹
也
、
渡
辺
玉

枝
、
山
本
正
基
、
二
十
二
名
。

（石
川
治
郎
）

な
お
、
第
二
回
の
親
陸
山
行
は
、
十

一
月
二
十
七
日
（土
）
―
二
十
八
日
（
日
）

に
丹
沢
水
無
川
の
ロ
ッ
ジ

・
峠

（後
藤

恭
夫
会
員
経
営
）
で
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
小
田
急
沿
線
の
会
員
の
み
な

ら
ず
、
知
友
の
方
を
誘

っ
て
参
加
し
て

下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（折
井
）

○
フ
イ
ル
ム
映
写
会

の
お
し
ら
せ

昭
和
初
期
に
別
官
貞
俊
元
会
長

が
撮
影
さ
れ
た
黒
部
、
剣
沢
大
滝

等
・６
ミリ
フ
ィ
ル
ム
の
映
写
会
を
行

な
い
ま
す
。
岩
永
信
雄
氏
他
の
徒

渉
ぶ
り
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
ふ
る

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
　
昭
和
５７
年
１０
月
９
日
（土
）

午
後
２
時
ｔ
４
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

題
名

　

「黒
部
の
秋
」

（昭
和
四

年
）
「真
川
よ
り
黒
部
川
」
（昭

和
六
年
）
「剣
沢
入
り
」
（昭
和
八

年
）
「
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
」
（昭
和
四

年
）
〔
以
上
い
ず
れ
も
今
回
、

別

官
家
よ
り
ご
寄
贈
頂
い
た
も
の
で

す
。〕
　
　
　
（
フ
ィ
ル
ム
委
員
会
）

集

会

委

員

会

晴
の
夜
明
け
を
迎
え
、
小
谷
温
泉
へ
着

い
た
の
は
五
時
少
し
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

ゆ
っ
く
り
風
呂
に
浸
っ
て
持
参
の
朝
食

を
済
ま
し
、
午
前
八
時
少
し
過
ぎ
、
講

雨

飾

山

山

菜

山

行

六
月
十

一
日

（高
曇
）
午
後
十
時
四

十
分
、
バ
ス
と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
分
乗

し
て
小
谷
温
泉

へ
向
か
う
。

古
谷
会
員
の
肝
入
り
で
、
神
奈
川
県

六
月
十
二
日

（晴
）
白
馬
山
麓
で
快

(7)
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師
を
中
心
に
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
雨
飾
山

へ
向
か
う
。

雨
飾
山
は
針
葉
樹
林
を
欠
い
て
い
る

が
、
濶
葉
樹
林
は
仲
々
幽
選
で
お
目
あ

て
の
山
菜
も
多
く
、
そ
こ
こ
こ
に
咲
く

山
の
花
は
誠
に
多
彩
で
あ
る
。

植
物
の
こ
と
を
書
く
な
ど
柄
で
は
な

い
が
、
山
の
花
を
の
ぞ
い
て
は
雨
飾
山

は
語
れ
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、

次
々
に
咲
く
山
の
花
を
追

っ
て
コ
ー
ス

の
概
要
を
書
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

温
泉
宿
の
裏
手
か
ら
ウ
ス
ベ
ニ
ウ
ツ

ギ
の
咲
い
た
急
坂
を
登
っ
て
鎌
池
の
畔

へ
出
る
と
、
残
雪
を
刻
ん
だ
金
山
と
天

”り

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ

恒
例
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
は
左
記

の
通
り
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

日
時
　
九
月
二
日

（金
）
十
八
時
三

十
分
よ
り

場
所
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ム

会
費
　
千
五
百
円

（婦
人
懇
談
会
）

いり

Ｊ
Ａ
Ｃ
自
然
保
護
全
国
集
会

第
二
十
五
回
　
も

み

じ

会

（静
岡
支
部
二
十
周
年
記
念
）

来
る
十

一
月
十
三
日

（土
）
午
後

二
時
よ
り
四
時
半
ま
で
、
自
然
保
護

委
員
会
に
よ
る
全
国
集
会
を

「井
川

少
年
自
然
の
家
」
で
開
き
ま
す
。

今
回
は
静
岡
支
部
の
お
世
話
に
よ

り
も
み
じ
会
と
併
催
の
形
で
行
な
い

終
了
後
も
み
じ
会
に
合
流
の
予
定
で

す
。
佐
々
会
長
も
出
席
さ
れ
フ
ィ
ー

ル
ド
マ
ナ
ー
等
を
検
討
す
る
計
画
で

す
の
で
、
各
支
部
の
自
然
保
護
委
員

は
勿
論
、
自
然
保
護
に
関
心
を
お
持

ち
の
会
員
の
方
々
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
も
み
じ
会
は
ご
存
知
の
通
り
Ｊ
Ａ

Ｃ
会
員
の
懇
親
を
目
的
と
し
た
会
で

本
年
は
ち
ょ
う
ど
二
十
五
回
日
で
、

同
時
に
静
岡
支
部
創
立
三
十
周
年
に

も
当
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
記
念

の
行
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
一

日
目
の
午
後
は
自
然
保
護
委
員
会
に

よ
る
全
国
集
会
も
開
き
ま
す
か
ら
、

関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
下
さ

矢ロ

・り

図
書
交
換
会
に

図
書
を
ご
出
品
下
さ
い

本
年
度
の
図
書
交
換
会
は
、
十
月

二
十
三
日

（土
）
午
後
二
時
か
ら
ル

ー
ム
で
行
な
い
ま
す
。

図
書
委
員
会
で
は
、
現
在
そ
の
出

品
図
書
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
山
岳

に
関
す
る
和
書
、
洋
書
、
雑
誌
な
ら

点
数
の
多
少
を
問
い
ま
せ
ん
。

ご
出
品
い
た
だ
け
る
方
は
、
図
書

委
員
会
あ
て
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
ご

一

報
下
さ
い
。

（図
書
委
員
会
）

矢ロ

せせ

矢ロ

せ

狗
原
山
が
静
か
に
影
を
落
し
て
い
る
。

ユ
キ
ツ
バ
キ
と
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
の

咲
い
た
、
池
の
左
側
を
登
っ
て
林
道

ヘ

出
る
と
、
目
指
す
雨
飾
山
が
初
め
て
見

え
て
く
る
。

広
い
林
道
を
暫
ら
く
辿
っ
て
大
海
川

の
右
岸

へ
下
る
と
、
小
さ
な
湿
原
に
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
と
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、
山
裾

に
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
と
イ
カ
リ
ソ
ウ
が
優

美
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

ウ
ド
や
ヨ
ブ
ス
マ
ソ
ウ
を
採
取
し
て

暫
ら
く
山
裾
を
か
ら
み
、
大
き
な
川
柳

の
生
え
た
川
原
か
ら
急
な
登
り
に
か
か

る
と
、
ブ
ナ
の
林
は
次
第
に
大
き
く
な

り
、
タ
ム
シ
バ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
ナ
ナ
カ

マ
ド
、
ア
カ
ヤ
シ
オ
な
ど
木
の
花
が
点

々
と
咲
き
、
樹
下
に
は
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、

ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
が
ひ
っ
そ
り
と
咲
い

て
い
る
。

急
な
雪
渓
の
ツ
メ
に
フ
ト
ン
ビ
シ
の

岩
壁
を
仰
ぐ
気
持
よ
い
テ
ラ
ス
に
出
た

の
が
十

一
時
半
、
腹
も
大
分
す
い
た
の

で
早
め
の
昼
飯
を
食
べ
る
。

急
な
雪
渓
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
大
き

な
登
り
に
か
か
る
と
、
カ
タ
ク
リ
、
サ

ン
カ
ヨ
ウ
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
、
そ
れ
に

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
が
相
変
ら
ず
咲
き
続
い

て
い
る
。

小
さ
な
ヌ
ケ
や
岩
石
の
露
出
し
た
ヤ

セ
尾
根
を
登

っ
て
笹
の
台
地

へ
出

る

と
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
や
ハ
ク
サ
ン
チ

ド
リ
の
咲
い
た
ゆ
る
や
か
な
尾
根
づ
た

い
に
な
り
、
最
後
に
ナ
ン
キ
ン
コ
ザ
ク

ラ
の
咲
い
た
急
坂
を
登

っ
て
雨
飾
山
の

頂
上

へ
出
る
。
午
後

一
時
半
。

東
よ
り
の
最
高
点
に
二
等
三
角
点
、

少
し
離
れ
た
西
峰
に
五
基
の
石
像
の
安

置
さ
れ
た
頂
上
か
ら
は
、
文
字
通
り
三

六
〇
度
の
眺
望
が
開
け
て
い
る
。

東
に
近
く
残
雪
を
ち
り
ば

め
た
金

山
、
天
狗
原
山
の
平
頂
の
左
に
は
焼
山

と
火
打
山
、
右
は
黒
姫
山
、
乙
妻
山
、

一
段
高
い
高
妻
山
、
ギ
サ
ギ
サ
に
裂
け

た
戸
穏
、
西
岳

へ
と
続
い
て
い
る
。

う
す
く
煙

っ
た
西
の
空
に
は
、
真
正

面
に
朝
日
岳
と
長
栂
山
、左
に
赤
男
山
、

雪
倉
岳
な
ど
、
爺
ケ
岳
ま
で
の
山
々
が

残
雪
豊
か
な
峰
頭
を
連
ね
、
右
は
大
ケ

岳
、
自
鳥
山

へ
と
急
に
高
度
を
落
し
て

い
る
。
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
北
側
に
は
、
海

谷
山
群
が
鋭
ど
い
岩
峰
を
屹
立
さ
せ
て

い
る
が
、
日
本
海
は
淡
い
も
や
の
中
に

か
く
れ
て
い
る
。

山
菜
の
勉
強
と
採
取
に
精
出
し
て
頂

上
を
踏
め
な
か
っ
た
人
も
か
な
り
い
た

が
、
全
員
午
後
五
時
過
ぎ

に
宿

へ
帰

る
。午
後
六
時
か
ら

一
時
間
ば
か
り
、
自

馬
村
教
育
長
長
沢
武
講
師
の
ス
ラ
イ
ド

と
実
物
に
よ
る
山
菜
の
勉

強
会
が

あ

り
、
引
続
き
容
親
会
に
移
る
。

盛
り
沢
山
の
山
菜
料
理
を
肴
に
飲
み

か
つ
食
い
、
楽
し
い
歓
談
に
時
の
経
つ

の
も
忘
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

六
月
十
三
日

（曇
）
ゆ
っ
く
り
温
泉

に
滞
在
し
て
山
菜
採
り
や
散
策
を
楽
し

む
組
、
大
渚
山
へ
の
半
日
山
行
を
試
み

る
組
に
分
か
れ
て
行
動
し
、
午
後

一
時

二
十
分
小
谷
温
泉
を
後
に
す
る
。

時
々
小
雨
の
パ
ラ
つ
く
中
央
道
を
引

き
返
し
て
新
宿

へ
着
い
た
の
が
午
後
八

時
頃
。
帰
京
と
同
時
に
梅
雨
入
り
発
表

と
は
、
何
と
強
運
な
精
進
の
よ
い
人
達

で
あ
ろ
う
。

終
り
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
現
地

白
馬
村
の
方
々
、
信
濃
、
越
後
支
部
の

会
員
、
集
会
委
員
の
諸
兄
姉
に
厚
く
礼

を
述
べ
て
報
告
と
致
し
ま
す
。

参
加
者
　
長
沢

（講
師
）
、丸
山
、
菅

野
、
久
保
、
高
沢
、
入
沢
、
山
崎
（直
）、

上
野
、
小
原
、
中
垣
、
斉
藤
、
山
田
、

長
嶋
、
石
間
、
平
柳
、
吉
田
、
井
村
、

大
野
夫
妻
、
清
水
、
宮
城
、
柴
田
、
須

田
、
広
羽
、
山
崎
（勝
）、筈
見
、
荒
野
、

岩
堀
、
高
田
、
松
沢
、
松
原
、
大
原
、

土
井
、
岩
井
、
柏
原
、
日
置
、
小
松
原
。

信
濃
支
部
＝
岩
佐
、
村
田
、
角
田
、

金
井
、
青
木
、
綿
引
、
前
田
。
越
後
支

部
＝
早
川
、
山
崎
（幸
）、
石
田
。

集
会
委
員
＝
村
木
、
菅
原
、
前
田
、

秋
元
、
若
林
、
竹
内
、

小
野
寺
、
中

沢
。
以
上
五
十
五
名
。

（石
間
信
夫
）

晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
四
月
二
十
四
、

五
日
、
島
田
巽
委
員
の
喜
寿
祝
と
織
内

信
彦
委
員
の
古
稀
祝
を
兼
ね
て
八
ケ
岳

山
麓
で
懇
親
探
鳥
会
を
行
な
っ
た
。
二

十
四
日
午
後
四
時
、
山
梨
支
部
山
村
氏

の
出
迎
え
を
う
け
て
小
渕
沢
駅
に
集
合

用
意
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
国
鉄
八
ケ
岳

山
荘
に
行
く
。
立
派
な
建
物
で
木
組
み

な
ど
に
感
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
山
村

氏
か
ら

「
こ
れ
は
国
鉄
の
全
職
員
が
リ

懇
親
探
鳥
会

自
然
保
護
委
員
会

(8)
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期
日
　
昭
和
五
十
七
年
十

一
月
十
三

日

（土
）
―
十
四
日

（日
）

場
所
　
井
川
少
年
自
然
の
家

集
合
　
十

一
月
十
三
日

（土
）
十

一

時

静
岡
駅
新
幹
線
改
札
口

行
動
予
定
　
十
三
日

（土
）
十

一
時

に
静
岡
駅
よ
り
貸
切
バ
ス

（車
内

で
各
自
持
参
の
弁
当
を
と
る
）
で

井
川
少
年
の
家
入
日
、
十
三
時
十

分
④
自
然
保
護
集
会
参
加
者
は
徒
歩
約

二
十
分
で
少
年
の
家
会
議

場

ヘ

（会
議
、
十
四
時
―
十
六
時
三
十

分
）

③
集
会
に
参
加
し
な
い
会
員
は
バ
ス

で
県
民
の
森

へ
。
こ
こ
で
南
ア
の

山
々
を
眺
め
、
再
び
バ
ス
で
少
年

の
家
着
、
十
六
時
三
十
分
。
十
七

時
五
十
分
ま
で
部
屋
割
、
入
湯
。

懇
親
会
は
十
八
時
ｔ
二
十
時
、

十
四
日

（
日
）
朝
食
八
時

（記
念

品
、
弁
当
を
受
取
）、

八
時

四
十

分
玄
関
前
に
集
合
、
記
念
撮
影
。

九
時
出
発
。
徒
歩
四
十
分
で
大
日

峠
、
徒
歩
六
十
ｔ
九
十
分
で
日
坂

本
温
泉

（入
湯
、
昼
食
）。　
こ
こ

か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
六
番
。
六

番
よ
り
定
期
バ
ス

（
四
九
〇
円
）

で
静
岡
駅
、
解
散
。

地
図
　
五
万
分
の
一
、
井
川
、
南
部

参
加
費
　
九
千
円

（子
供
八
千
円
）

内
訳
＝
静
岡
駅
よ
り
懇
親
会
場
ま

で
の
バ
ス
代
、
宿
泊
代

（
一
泊
三

食
で
懇
親
会
費
を
含
む
）
、記
念
品

代
、
通
信
雑
費
、
入
湯
税
、
帰
路

六
番
ま
で
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
代
。

申
込
方
法
　
氏
名
、
会
員
番
号
、
性

別
、
年
令
、
住
所
、
電
話
番
号
、

自
然
保
護
集
会
参
加
の
可
否
を
記

入
の
上
、
郵
便
口
座

（有
度
局
）

名
古
屋
４
２
２
３
６
１
０
日
本
山

岳
会
静
岡
支
部

へ
送
金
の
こ
と
。

送
金
を
も

っ
て
正
式
申
込
と
し
、

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
明
細
表
を
送
り
ま

す
。

申
込
期
限
　
十
月
二
十
日

自ヽ
然
保
護
委
員
会
／

／
静
　
岡
　
支
　
部
ヽ
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ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
費
を
三
年
間
積
立
て

作

っ
た
も
の
で
、
工
費
は
二
億
円
か
か

っ
た
」
と
説
明
を
う
け
て
、
あ
ら
た
め

て
国
鉄
の
皆
様
に
脱
帽
し
た
次
第
で
あ

る
。
夜
は
明
朝
の
探
鳥
に
そ
な
え
て
、

松
沢
、
渡
辺
両
委
員
持
参
の
鳥
の
声
の

テ
ー
プ
を
聞
い
た
り
、
島
田
、
織
内
両

委
員
の
音
が
た
り
に
耳
を

か
た

む
け

た
。
翌
朝
は
殆
ど
全
員
四
時
半
に
起
床

山
村
氏
の
案
内
お
よ
び
松
沢
委
員
の
指

導
で
探
鳥
に
出
か
け
た
。
ア
カ
ハ
ラ
、

シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
、
ヨ
タ
カ
、
ア
カ
グ
ラ
、

コ
グ
ラ
な
ど
、
十
数
種
の
声
を
聞
い
た

り
、
姿
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
と

く
に
イ
カ
ル
の

「月
日
星
―
ッ
」
の
声

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
朝
食
後
は
美
し

の
森
の
散
策
を
た
の
し
み
、
正
午
す
ぎ

解
散
し
た
。

参
加
者
　
島
田
　
巽
、
織
内
信
彦
、

渡
辺
正
臣
、
國
見
利
夫
、
武
田
満
子
、

池
田
　
剛
、
松
本
恒
広
、
近
藤
　
緑
、

中
　
保
、
松
沢
節
夫
、
千
葉
重
夫
、
関

塚
貞
亨
、
木
名
瀬
亘
、
大
木
淑
子
、
山

村
正
光
、
沢
井
政
信
　
以
上
十
六
名

札
幌
に
元
会
長

三
田
幸
夫
氏
を
迎
え
て

北
海
道
支
部

六
月
二
十
日

（
日
）
北
大
ス
キ
ー
部

七
十
周
年
記
念
式
等
に
出
席
の
た
め
来

道
さ
れ
た
、
元
日
本
山
岳
会
々
長
三
田

幸
夫
氏
を
札
幌
雪
印
パ
ー
ラ
ー
に
迎
え

て
歓
談
の
会
を
開
い
た
。
相
川
先
輩
の

音
頭
で
乾
杯
の
後
、
三
田
氏
か
ら
大
正

時
代
、
近
代
登
山
の
夜
明
け
を
告
げ
る

積
雪
期
の
登
山
、
ス
キ
ー
合
宿
五
色
温

泉
、
立
山
、
鋼
で
の
焚
火
の
話
、
ト
ナ

カ
イ
の
寝
袋
、
麻
縄

（船
で
使
う
）
の

ザ
イ
ル
、
板
倉
勝
宣
さ
ん
の
こ
と
、
北

大
植
物
園
に
館
脇
先
生
と
合
宿
し
ヒ
デ

（故
伊
藤
秀
五
郎
氏
）
に
酒
を
買
い
に

使
い
走
り
さ
せ
た
話
等
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
た
楽
し
い
お
話
は
出
席
者

一
同

を
魅
了
し
た
。
し
め
繰
り
は
娘
婿
に
あ

た
る
芳
賀
孝
郎
氏
の
乾
杯
、
そ
し
て
散

会
し
た
。

出
席
者

・
順
不
同
　
三
田
幸
夫
、
渡

部
盛
夫
、
浅
利
欣
吉
、
新
妻
徹
、
亀
井

秀
子
、
平
野
　
明
、
芳
賀
孝
郎
、
相
川

修
、
柳
田
凍
子
、
石
井
忠
雅
、
小
野

肇
、
川
越
昭
夫
、
野
田
四
郎
、
今
井
三

男
、
及
川
敬

一

会

務

報

告

６
月
理
事
会

６
月
１４
日
午
後
６
時
３０
分

本
会

・
ル
ー
ム

出
席
者
　
佐
々
会
長
、
渡
辺
副
会
長
、

神
崎
、
田
村
、
西
村
、
中
村
、
河
村
、

高
本
、
菅
沢
、
高
橋
、
岡
沢
、
鈴
木
、

松
家
各
理
事
、
小
倉
、
太
田
監
事
、
佐

藤
、
大
塚
各
評
議
員

（委
任
）
田
口
副
会
長
、
伊
丹
、川
上
、

小
倉
、
赤
松
、
大
倉
、
水
野
各
理
事
、

松
丸
、
村
木
、
小
原
各
評
議
員

○
報
告
事
項

▽
会
務
報
告

（総
務
）、
年
次
晩
餐

会

の
準
備
報
告
、
支
部
懇
談
会
の
計
画
報

告
、
新
入
会
員
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
報
告
、
委
員
会
々
議
七
月
上
旬
開
催

の
件
等

▽
各
委
員
会
報
告

（月
例
資
料
配
布
）

う
ち
主
な
点
、
田
フ
ィ
ル
ム
委
員
会
で

は
年
二
回
の
映
写
会
を
計
画
中
、
②
学

生
部
の
ボ
ゴ
ダ
遠
征
計
画
決
定
、
０
婦

人
懇
談
会
で
は
支
部
の
婦
人
会
員
と
の

交
流
を
計
画
等

③
審
議
事
項
　
な
し

（
５７
年
６
月
）

１
日

（火
）

婦
人
懇
談
会

３
日

（木
）

自
然
保
護
委
講
演
会

７
日

（月
）
　

日
ネ
協
会

３
日

（火
）
　

フ
イ
ル
ム
委
員
会

９
日

（水
）

自
然
保
護
委
員
会

１０
日

（木
）
　

山
研
委
員
会
、
炉
辺
会

１２
日

（土
）

海
外
委
グ
ル
カ
兵
と
イ

ギ
リ
ス
登
山
家
歓
迎
会

１５
日

（火
）
　

図
書
委
、
婦
人
懇
談
会

１６
日

（水
）
　

一二
水
会

１７
日

（本
）

学
生
部
集
会

２２
日

（火
）
　

山
菜
山
行
写
真
交
換
会

婦
人
懇
談
会

２３
日

（水
）

指
導
委
員
会

２４
日

（木
）

学
生
部
集
会
、
婦
人
懇

談
会

２５
日

（金
）

科
学
委
員
会

２６
日

（土
）

学
生
部
委
員
会

今
月
の
来
室
者
４２７
名

会
員
移
動

（６
月
）

支
部
変
更

４
０
３
８
　
山
崎
英
雄

（北
海
道

へ
）

６
８
２
４
　
丹
治
計
二

（官
城

へ
）

終
身
会
員
に

３
５
３
１
　
垣
内
康
時

ル

|

ム
日
誌
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山岳洋書購入のお知らせ
図書委員会

図書委員会では今回山岳関係の洋書 137冊を購入した。フレッ
シフィールドのラウンド0カ ンチ,デシオの K2のイタリア語版
ウインパーのアルプス登攀記初版,カ ニンガムのパィォニャー・

オブ・ジ・アルプスの限定版サイン入り,ス トゥーデルのユーバ

ー・アイス・ウント0シュネーなどきわめて珍らしい,現在では
入手しがたいものが多数あり,日下委員会で整理中である。

I―Ioward iBury:Mount Everest the RecOnnnaissance, 1921

Bruce,General:The Assault of Mt Everest, 1922

Norton:The Fight fOr Everest, 1924

Younghusband:The Epic of Mt Everest, 1926

Huston:First over Everest, 1933

Ruttledge:Everest 1933

Y・ounghusband:Everest the Challenge 1936

Ruttledge:The Unfinished Adventure, 1937

Sornervell:After Everest, 1936

″            ″         1947

Tilman:Mount Everest 1938(1948)
Roberts:I'1l Chmb Mt Everest alOne,Maurisi~Wilson,

1957

E)enn■ an:Alone to Everest, 1954

Shipton:1:｀ he Mt Everest R.ecOnnaissance:Expedition, 1951

スイス隊公式報告 :Everest, 1952

Lalnbert:Forerrunners Everest, 1953

Hunt:The Ascent of Everest, 1953

N・oyce:South Col, 1953

Hunt:The Ascent of Everest(for younger)1954

Hunt:Our Everest adventure, 1954

The Picture of Everest, 1953

Hillary:IHigh Adventure, 1955

ShiptOn:Everest, 1955

RIurray:The StOry of Everest, 1953

Eggler:The Everest Lhotse A.dventure, 1957

Singh:Lure of Everest,1961

Ulllnan:Aimterican on Everest, 1965

Hornbine:Everest the West Ridge, 1965

BOnington:Everest South West Face, 1973

Conway:Clilnbing in the Himalaya, 1894

Waddell:AInOng the I― lilnalayas, 1900

Collie:Clilnbing on the Hilnalaya, 1902

Freshfield:Round Kangchenjunga, 1903

wOrklnan: In the lce WOrld Of Hilnalaya, 1900

E)e Filippi: Karakoran■ and Western I・ Iimalaya, 1907

Murnn■ : Five MOnths in the lHlimalaya, 1909

1‐Iedin: 
′
i「rance Hiinalaya vol. 1～3, 1909

Bruce:「I｀、venty‐Y・ears in the lH[irnalaya,  1910

E)e Filippi: Hilnalaya Karakoraln and iEastern′
「
urkestain,

1917

Rundall: 
″

「
he lbex Of SHA―ping, 1915

0.Dyhrenfurth:HIMALAJA(Kurzの 地図付)1930
1rving: 

′

「
he :Ron■ ance of Mountaineering, 1935

Bauer:Kampf um den Himalaja, 1934

Blechtold: Nanga lParbat Adventure, 1935

Bauer:Auf Kundfahrt im Himalaja, 1937

French Hilnalayan iExpedition: Hirnalayan.A.ssault, 1936

ShiptOn:Nanda I〕evi, 1936

shiptOn: lJpOn that MOuntain, 1943

Murray:Scottish Hilnalaya Expedition, 1951

1-:Ierzog:Annapurna, 1951

1‐IerrligkOffer: Nanga lParbat,  1953

″       Irrl Banne des Nanga Parbat, 1953

Desio:La Conquista del K2, 1954

Houston:K2′
「
he SaVage Mountain, 1955

Evans: Kangchenjunga the untrOdden P'eak, 1956

Franco:Makalu, 1957

Schnlucks:Broad Peak 80471n, 1958

N・oyce:Clirnbing the Fish's′ rail, 1959

Eiselin:The Ascent of Dhaulagiri, 1961

FrancO: B,ataille pOur le Jannu, 1965

The Himalayan Journal 1964

″              1967-68

〃              1970

SHlith:The Story of Mont iBlanc, 1853

Forbes:Norw'ay and its Glaciers,visited in 1851, 1853

Blerlepsch:′ :「he.Alps or Sketches of Life and Nature in

the Mtn.,  1861

GeOrge: ′:「he c)verland and its Glaciers, 1866

Whyn■per:Scrarnbles alnongst the Alps in the・ Y・ears
1860-69,  1871

Whymper:′ :「he A.scent of the Matterhorn, 1880
Cunningham, Abney: lI｀ he iPiOneers Of the.Alps, 1887

Gilbert&Churchill:′ :「he Dololnite MOuntain, 1864

COolidge: Swiss′
「
ravels and Swiss Guide― book, 1889

Whyn■per:How to Use the AnerOid iBarorneter, 1891

Swiss Picture, 1850s

Studer:IJber Eis und Schnee, 1896

D)ent:Above the SnOw Line, 1885

Mathews:[[｀ he Annals of MOntiBlanc, 1898

Rey: Peaks&Precipices scran.bles in the lD)01oΠ lite, 1900

FOrbes:Travels thrOugh the Alps, 1900

Conway:The Alps from,End to End, 1900
Moore:′:「he Alps in 1864, 1902

Harrison:My Alpine Jubilee, 1908

Coolidge:[[｀ he.Alps in Nature and History, 1908

Con、 vay:′ :「he Alps, 1910

Coolidge:Alpine lStudy, 1912

Conway:The Alps, 1904
Young:Mountain Craft, 1920
″           ″           1920

de Beer:Early′ I｀ravellers in the Alps, 1930

Alpine Club Member:Peaks, Passes and Glaciers, 1932

Klucker:Adventure of an Alpine Guide, 1932

Neruda: ′:「he Clilnbs Norinan Neruda, 1910

Noyce:The.Alps,1961
Mason:AbOde Of SnOw, 1955
Alpine Centenary,The Alpine Journal v01。 LXII, 1965
Freshfield&Sella: ′:「he iExploratiOn Of the Caucasus

vol.I～Ⅱ, 1896
Murnn■ ery:R4y Clirnbs in tlle Alps and Caucasus,  1895

〃                     ″                        1946

Tyndall:The Forins of Water, 1889

1])ent:Mountaineering, 1892

Burlinghaコ n:I‐Iow to becorne an Alpinist, 1900

Abrallaコ n:Mountain Adventure at Hon■e and Abroad,1910

Larden:R.ecollections of an 01d MOuntaineer, 1910

(1)Onway:Mountain Men■ ories, 1920

Freshfield:Below the Snow Line, 1923

Jeffers:′ :「he Ca1l of the Mountain, 1923

Finch:′ :「he Making of a Mountaineer, 1924

LOngstaff: 
′
:「his lny Voyage, 1950

(E)0110nlb:A Dictionary of MOuntaineering, 1957

Ruskin:Modern lPainter vOl. 4, Everymans Library

LivingstOn:Missionary Travels in South Africa, 1857

Stanley:Darkest Africa vol.1-2, 1890 (以 下次号)
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